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２ 研究目的 

本研究では、材料の分解を防ぎ、太陽光の紫外線を赤色光・緑色光

に効率よく変換し、植物の成長を促進する発光フィルムの耐久性を向

上させ、温室資材として長期間使用が可能となるよう目指す。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  混合溶液調製及びフィルム作製 

ＰＭＭＡビーズを添加することにより、希土類錯体を含む農業用

フィルムの波長変換機能（発光量子効率）の変化を計測する。 
（大学院工学研究院先端材料化学研究室 ワン メンフィ） 

 

② 発光フィルムの野外での耐久試験および植物育成試験 

希土類錯体ポリマーを含むフィルムを農業試験場に設置し、太陽

光照射下、雨や雪中における耐久性と植物影響に関する試験を行う。 
（農学研究院 斎藤 秀之） 

    

４ 今年度の目標 

発光性希土類錯体をポリマービーズに埋め込み、大気中の水分や酸

素の侵入に対する波長変換材料の遮断効果を学術的にも明らかにし、1

年以上の長期使用できる農業用フィルムの開発と実用化を実現する。 

 

５ 期待される効果・貢献 

農業生産性の向上と共に、生産コストの削減や害虫被害の軽減など

の効果が期待できる。また、耐久性改善によって、ハウス資材の廃棄

物の減少につながり、環境保全に貢献することができる。 
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研究内容（実施体制）

持続的な耐候性を有する塗布型
波長変換フィルムの開発

PMMAビーズ：ポリマービーズ

発光性PMMAビーズを初めて農作物育成へ
応用展開する

今年度の目標
 大気中の水分や酸素の侵入に対

する発光性PMMAビーズの遮断効

果を学術的にも明らかにする。

 1年以上の長期使用できる農業

用フィルムの開発と実用化を実

現する。

PMMAビーズを用いて
安定して発光し続ける

強化したフィルム
従来の波長変換フ
ィルムより耐久性
に優れている

PMMAビーズ

先行研究：
大気中材料分解

期待される効果・貢献

 農業生産性の向上

→ 時期を限定しない生産

 生産コストの削減

→ 作物や作型を考慮して波長変換
フィルムで発光波長を調整

 害虫被害の軽減

→ 紫外線カットは防虫対策に有効

 環境保全に貢献

→ 耐久性改善によって、ハウス資
材の廃棄物の減少
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